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愛媛県国民健康保険団体連合会理事会議事録 

 

１ 日 時   

平成３１年２月４日（月）午後１時３０分から午後２時４５分まで 

 

２ 場 所   

松山市高岡町１０１番地１ 愛媛県国民健康保険団体連合会 第１会議室 

 

３ 出席者   

（１）理事 

武智 （理事長） 

玉井 敏久 

岡本 靖 

森田 成之（常務理事） 

  （２）監事 

加藤 章 

         

４ 議 題 

（１）議案 

・議案第１号  平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会事業計画について 

・議案第２号  平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算について 

・議案第３号  平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務

勘定）歳入歳出予算について 

・議案第４号  平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（国保

診療報酬支払勘定）歳入歳出予算について 

・議案第５号  平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費

負担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算について 

・議案第６号  平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務

勘定）歳入歳出予算について 

・議案第７号  平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別

会計（業務勘定）歳入歳出予算について 

・議案第８号  平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別

会計（後期高齢者医療診療報酬支払勘定）歳入歳出予算について 

・議案第９号  平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別

会計（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算について 

・議案第１０号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳入歳出予

算について 
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・議案第１１号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（業

務勘定）歳入歳出予算について 

・議案第１２号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（介

護給付費等支払勘定）歳入歳出予算について 

・議案第１３号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（公

費負担医療に関する報酬等支払勘定）歳入歳出予算について 

・議案第１４号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別

会計（業務勘定）歳入歳出予算について 

・議案第１５号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別

会計（障害介護給付費支払勘定）歳入歳出予算について 

・議案第１６号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別

会計（障害児給付費支払勘定）歳入歳出予算について 

・議案第１７号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等事

業特別会計（業務勘定）歳入歳出予算について 

・議案第１８号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等事

業特別会計（特定健診・特定保健指導等費用支払勘定）歳入歳出予算について 

・議案第１９号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等事

業特別会計（後期高齢者健診等費用支払勘定）歳入歳出予算について 

・議案第２０号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会損害賠償求償事務特別会計（業務

勘定）歳入歳出予算について 

・議案第２１号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会損害賠償求償事務特別会計（支払

勘定）歳入歳出予算について 

・議案第２２号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会一時借入金の限度額等について 

・議案第２３号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会現金預入先金融機関について 

・議案第２４号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会負担金の被保険者数割額について 

・議案第２５号 平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別

会計（業務勘定）歳入歳出予算補正（第１次）について 

・議案第２６号 平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳入歳出予

算補正（第３次）について 

・議案第２７号 平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会通常総会提出議題について 

・議案第２８号 平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会国民健康保険事業及び介護保険事

業功労被表彰者の選定について 

・議案第２９号 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会通常総会の日程について 

 

（２）報告事項 

・報告第１号  平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会退職手当特別会計歳入歳出予算補

正（第２次）について 
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・報告第２号  平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（介

護給付費等支払勘定）歳入歳出予算支払勘定に係る予算補正の特例について 

・報告第３号  平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（公

費負担医療に関する報酬等支払勘定）歳入歳出予算支払勘定に係る予算補正の

特例について 

・報告第４号  平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等事

業特別会計（特定健診・特定保健指導等費用支払勘定）歳入歳出予算に係る予

算補正の特例について 

・報告第５号  平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等事

業特別会計（後期高齢者健診等費用支払勘定）歳入歳出予算に係る予算補正の

特例について 

・報告第６号  愛媛県国民健康保険団体連合会職員の給与に関する規程の一部改正について 

 

（３）その他 

・１ 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会収支予算書について 

・２ 平成３１年度特定健診外付けシステム及び特定健診（健康診査）受診券等作成業務に係る

費用について 

・３ 愛媛県国民健康保険団体連合会国保データベース(KDB)システムに関する管理・運用業務規

程の一部改正について 

・４ 療養費（柔道整復師による施術を除く）の取扱いについて 

・５ 「風しん対策業務」について 

・６ 国民健康保険診療報酬審査委員会規程の一部改正について 

 

５ 議事の経過及びその結果 

（１）理事定数６名中４名の出席、愛媛県国民健康保険団体連合会規約第３３条により理事会の成立を

宣言する。 

（２）理事会の開催にあたり理事長から挨拶があった。 

（３）本会規約第３１条により、理事長が議長を務める。 

（４）議事に先立ち議事録署名者２名の指名を行い、全員異議なく承認された。 

（５）議案の審議状況は次のとおりであった。 

 

【議案第１号について】 

議長     これより議事に入る。議案第１号「平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会事業計

画について」を議題とする。事務局の説明を求める。 

 

事務局    議案第１号「平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会事業計画」について、急速な

高齢化や医療の高度化により一人当たりの医療費が増加の一途を辿るなか、無職者や高齢
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者の低所得者層を多く抱える国民健康保険の運営は、今後も厳しい状況が見込まれる。 

 国は、昨年４月から国保財政の責任主体を都道府県に移管し、財政基盤の強化と安定運

営を行うため国保制度改革を施行し、国保に投入される公費の拡充など財政支援の強化が

図られることとなった。 

 一方、国における審査支払機関改革においては、審査基準の統一化、審査業務の効率化

について議論されており、今後の議論の推移如何によっては、国保連合会の審査支払業務

や組織の在り方に大きな影響を及ぼすことが想定される。 

 このような状況の下、本会は、基幹業務である診療報酬・介護給付等の審査支払業務を

適正に実施するとともに、国保中央会が平成２９年１０月に公表した「国保審査業務充

実・高度化基本計画」に基づき、ＩＣＴの活用等による審査業務の高度化・効率化に向け

て、積極的に取り組んでいく。 

 また、保険者は、地域住民の健康増進のため、データヘルス計画に基づく保健事業の取

り組みが求められており、これらの取り組みを支援するため、健診・医療・介護のデータ

を連結した国保データベース（ＫＤＢ）システムによる各種データの提供等を行い、より

効率的かつ効果的な健康づくりに貢献していく。 

 特定健診等の受診・実施率の向上に向けた支援や第三者行為求償業務の実施、保険者共

通事務の標準化等を始めとする保険者業務の支援に努めるとともに、「保険者支援の専門

家集団」を目指して取り組んでいく。 

 本会の各種電算システムにおいては、次期後期高齢者医療請求支払システムを含む６つ

の業務システムの更改が予定されているため、効率的に適格な更改に努め、安定稼働を目

指す。 

 なお、本会においても、引き続き業務の効率化を図り、限られた財源の効果的な活用に

努め、以下の通り、各種事業に取り組む。 

（１）審査支払事業の高度化・効率化 

（２）保険者事務共同処理事業の充実 

（３）国保都道府県単位化の継続的対応 

（４）介護保険業務の充実 

（５）保健事業の充実 

（６）第三者行為求償事務の強化 

（７）電算システムの総括管理と安定運用の実施 

（８）情報セキュリティ体制の維持強化 

 

議長     ただ今説明した議案第１号について、質問、意見を求める。 

 

理事     議案書「（１）審査支払事業の高度化・効率化」についてだが、限られた人員の中でそ

れぞれご苦労されていることと思う。ＩＣＴ、情報通信技術を積極的に活用し業務の効率

化を進めるとのことだが、例えば、何人役少なくなるといったものが並行してないと、業
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務の効率化にはつながっていかないと思っている。こういったＩＣＴ、情報通信技術を積

極的に活用することは、その業務の省力化に貢献できるようなものなのかどうなのか。 

 また、（５）保健事業の充実について、保健事業のアウトプットだが、例えば被保険者

の手元に届くような流れになっているのか、そのあたりを自分がよく承知していないので、

確認も含めて教えていただきたい。 

 

事務局    １点目のＩＣＴを積極的に活用することによる効率化についてご説明する。ＩＣＴとい

うのは、なかなか説明しづらいところではあるが、実はコンピュータ化というのは、国の

施策である。本会でも、審査や介護、保健事業など、多くのシステムが入っている。我々

としても、保険者からいただく手数料というのは限られているので、これをいかに適正に

使っていくか、苦労しているところではある。現実問題として、限られた人員をどのよう

に回していくのかということは、今までであれば、業務そのものがコンピュータ化によっ

てある程度画一化されるので、人員そのものは限界あたりまで絞られてきているが、本会

はなるべく自分たちで運用していても、システムに係る費用、主に委託費などが膨れてい

っている。なおかつ、６年に１回ごとに義務的にシステムを更新しなければならない。こ

れは愛媛だけに限らず全国的な話だが、更改費用が毎回、技術の発展によって高騰してい

るのが現実である。 

 理事がお尋ねのどれだけ効率化になっているのかという点については、現場の人的な作

業というのは効率化が図れているが、実際に財政面で言うと、技術革新やハード、ソフト

の高度化により、財政的には厳しい状況になっているのが現実である。財政面については、

本会からだけではなく全国の連合会から国保中央会を通して厚労省に話をしながら、なる

べく補助金をつけてもらうといったような、様々な対策をしているところではある。 

 状況説明となって申し訳ないが、現場としては効率化しているが、こういった事情があ

り、なかなか厳しい状況であることだけご承知いただければと思う。 

 

理事     その点についてだが、私どものところでも、情報通信技術を使って町づくりを行ってい

るが、業者が高めの価格で請求してくる。競争原理が働いていたら、少しでも標準的な価

格に落とせるが、そのままにしていると、常態化していってコスト高になる。 

 その点で交渉は大事だと思っていて、交渉をしていくと、精査できる部分がある。効率

化、費用を有効に使うという話であれば、そういったところにも努力いただきたいと思う。 

 

事務局    その点に関しては、本会は同規模の他の連合会にはないレベルで専門家を配置している。

もう１０年近く前に委託料の見直しを行い、大幅に費用を落とすことができた。そして現

在は、業者にはきちんとした見積もりを出してもらい、本会で精査しながら、適正な価格

になるよう努めている。ただ、やはり、委託できる業者は限られているので限界はあるが、

出来る限りの努力はできていると自負している。 

 ２点目の保健事業のアウトプットについてご説明させていただく。平成２７年からＫＤ
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Ｂシステムを導入し、医療費適正化や健康寿命の延伸という形をもって、各市町で保健事

業を展開されていると思う。そういったなかで、本会では、ＫＤＢシステムを使ってどの

ようなテーマで対象者を抽出できるといったことを研修会等でお知らせし、そのデータを

基に各市町でどのような保健事業を行うかといった情報展開をさせていただいている。 

 また、連合会としては、対象者抽出といったデータ提供にも取り組んでいる。特に糖尿

病性腎症の重症化予防につながる保健指導については、このＫＤＢで健診を受けた人、そ

して、医療に掛かっている人のレセプトが突合され、被保険者が健診を受けているのか、

また、健診と医療を両方とも受けているのか、医療だけ受けているのかといったデータが

全部出てくるので、それを提供させていただいて、保健指導であったり、受診率というも

ののベースとしていただくという形で、アウトプットにつながっている。 

 

議長     他にご意見等ないようなので、それでは、議案第１号について承認の方の挙手を求める。 

 

一同     全員挙手 

 

議長     議案第１号について、原案のとおり承認する。 

 

【議案第２号から第２１号について】 

議長     続いて議案第２号から議案第２１号まで、平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会

一般会計及び特別会計の予算の認定について、並びに関連があるため議案第２２号から議

案第２４号について一括して議題とする。事務局の説明を求める。 

 

事務局    議案第２号から議案第２１号までについて、別冊「予算説明資料」にて説明。まず、本

会の会計の特徴について説明させていただく。本会の会計は大きく二つに分けられ、一つ

が人件費や事務費を計上する一般会計及び業務勘定、もう一つが保険者から医療費等を受

入れ、そのまま医療機関等へ支払いを行うための支払勘定である。他にも、職員の退職金

を積み立てる特別会計もあるが、基本的には各種事業の経費を扱う業務勘定と医療費の受

入れ・支払いを管理する支払勘定に分けることができる。それでは、平成３１年度予算に

ついてご説明申し上げる。 

 平成３１年度の予算総額は約5,016億円で、前年度と比較して約137億円の増額である。 

次に主な支払勘定だが、国保支払勘定が約137億円の増額となっており、この国保の支払

勘定の増額が、会計全体の増額の要因と思われる。 

 国保支払勘定の増額の要因は、平成３０年度の当初予算において、レセプト件数の見込

みの違いから医療費をかなり少なく見込んでしまったことが原因であり、実際、国保分の

支払い実績としては、前年度と同程度であった。後期高齢者支払勘定については、医療費

の支払い実績を踏まえ精査を行った結果、約30億円の減額を見込んでいる。介護支払勘定

については、介護サービス単価の増加により、約１１億円の増額を見込んでいる。障害介
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護支払勘定については、件数の増加に伴い、約１１億6,000万円の増額、そして、障害児

給付費支払勘定についても、約１億5,000万円の増額を見込んでいる。以上が主な支払勘

定の状況である。 

 次に主な業務勘定だが、国保業務勘定が約5,000万円、後期高齢者業務勘定が約１億

7,000万円、特定健診が約7,000万円の増額を見込んでいる。これは、オンライン請求シス

テム、後期請求支払システム、特定健診データ管理システムなど、機器更改に伴う費用が

増加の主な要因である。この業務勘定については、後ほど詳細について説明させていただ

く。 

 続いて各種積立金について、まず、財政調整基金積立資産であるが、国保、後期、介護、

障害、特定健診の５つの業務勘定について、手数料収入の１０％の範囲での積み立てが認

められているので、それぞれの勘定において、手数料収入の１０％相当額を計上しており、

５つの勘定を合わせると約１億5,900万円となる。減価償却引当資産（積立金）について、

電算システム機器導入及び会館補修等費用のため、約２億1,600万円を計上しているが、

来年度更改予定の６つのシステムについて、今年度で積み立てが完了するので、今年度に

比べて積立額は約3,500万円減額している。退職金引当資産（積立金）について、今後５

年以内に退職が見込まれる職員に支給する退職金の５分の１相当額を超えない範囲で積

み立てを認める積立金のルールに沿って、一般会計及び各業務勘定に、退職金引当資産と

して約5,500万円を計上している。 

 続いて、一般会計及び各業務勘定についてご説明申し上げる。まず、平成３１年度手数

料についてだが、据え置きとさせていただくが、本年１０月に引き上げられる消費税の増

税分については転嫁させていただいている。ただ、公費負担医療審査支払手数料と母子健

康診査事務手数料の単価については、国が示す単価を参考としているが、国からまだ示さ

れていないため照会したところ、口頭レベルではあるが、消費税に関係なく単価の変更は

しないとの回答があったので、本年４月以降も据え置きの単価とした。 

 続いて、平成３１年度一般負担金（案）について説明する。合計で約１億3,090万円と

なり、今年度と同額としている。 

 次に、療養費審査手数料については、平成３１年度からの新規事業のため、新設させて

いただいた。各保険者の負担金額については、昨年度の理事会及び総会で承認いただいた

とおりで、保険者割２０万円と被保険者数割によって算出している。また、被保険者数割

についても、昨年度承認いただいたとおり、激変緩和措置に基づいて算出している。なお、

被保険者数割の総額については、総会での承認を必要とするため、この後の議案第２４号

にてご提案させていただく。 

 続いて、７勘定の状況についてご説明する。一般会計と業務勘定の繰越金を除いた単年

度の収支状況で、歳入が約２３億1,600万円で、前年度比が約３億3,500万円の増加、歳出

が約２４億6,700万円で約３億5,700万円の増加となっている。また、単年度収支で約１億

5,000万円のマイナスとなっている。 

 続いて、会計ごとの予算について説明させていただく。支払勘定については、概要を冒
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頭にて説明したため、主に業務勘定を中心に説明する。 

 一般会計は、保険者からの負担金、補助金を財源に、総務、会計、保健事業などを行う

会計である。平成３１年度予算額は約２億4,500万円、前年度比約2,500万円の増額となっ

ており、ＫＤＢシステム機器更改に伴う増設費用等が増額の主な原因である。このほかと

しては、保健事業等保険者支援負担金の単価変更に伴う増額、また、情報セキュリティマ

ネジメントシステムに係る費用も引き続き計上している。 

 続いて、診療報酬審査支払特別会計（国保業務勘定）だが、国保保険者からの審査支払

手数料、共同処理手数料及び国庫補助金を主な財源とし、国保の審査支払事業、審査委員

会の運営などを行う勘定である。平成３１年度予算額は約８億9,000万円、前年度比約

5,100万円の増額となっており、こちらも３１年度に国保電算システムの機器更改を予定

していることから、機器更改に係る予算が主な増額の要因である。また、支払手数料につ

いては、国保件数の見込み誤りによって、３０年度に比べ増加となっている。 

 そのほか、福祉医療費助成の拡充対応に伴う増額や二次点検を委託する保険者数の増加

に伴う手数料の増額が挙げられる。 

 次に、後期高齢者医療事業関係業務特別会計（後期業務勘定）についてであるが、これ

は、広域連合から受け入れる審査支払手数料、共同処理手数料及び国庫補助金を主な財源

とし、後期高齢者の審査支払事業、審査委員会の運営などを行う勘定である。平成３１年

度予算額は約7億9,800万円、前年度比約１億7,000万円の増額となっている。こちらも３

１年度に後期請求支払システムの機器更改が予定されており、それに伴う機器更改必要が

増額の主な要因である。そのほか、後期件数の増加に伴い、手数料の増額を見込んでいる。 

 職員退職手当特別会計は、今後５年以内に退職が見込まれる職員に支給する額の５分の

１相当額である約5,500万円を計上している旨説明。 

 介護保険事業関係業務特別会計（介護業務勘定）は、保険者より受け入れる審査支払手

数料、共同処理手数料、国庫補助金を主な財源とし、介護保険の審査支払事業、審査委員

会の運営などを行う勘定である。平成３１年度予算額は約３億1,000万円、前年度比約

3,000万円の増額となっている。こちらも、平成３１年度に介護電算システム等の機器更

改を予定しており、導入費用の計上等が主な要因である。このほかとして、取扱件数の増

加に伴う国保中央会負担金の増額が挙げられる。 

 障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害者業務勘定）は、保険者より受け入れる審

査支払手数料を主な財源とし、障害者総合支援法関係の支払業務を行う勘定である。平成

３１年度予算額は約7,900万円、前年度比約950万円の増額となっている。障害者件数の増

加に伴う手数料の増額、また、平成３１年度に障害者支援システムの機器更改を予定して

いることから、導入に係る費用の計上等が主な要因である。 

 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計（特定健診業務勘定）は、保険者より受け

入れる特定健診等データ管理手数料を主な財源とし、特定健診関係の費用決済、データ管

理事業等を行う勘定である。平成３１年度予算額は約１億2,000万円、前年度比約7,200万

円の増額となっている。こちらも平成３１年度に特定健診等データ管理システムの機器更
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改を予定しており、導入費用の計上等が主な要因である。そのほか、保険者負担金の増額

が挙げられる。 

 損害賠償求償事務特別会計（求償業務勘定）は、保険者より受け入れる求償手数料を主

な財源とし、第三者行為に係る損害賠償請求・収納業務を行う勘定であり、平成３１年度

予算額は約6,000万円、前年度比約８９万円の減額となっている。手数料については、医

療保険は前年度並み、介護保険については対象者の減少に伴う減額を見込んでいる。また、

求償システムの改修完了に伴い、改修費用分を減額している。 

 その他については、議案書のとおり説明。 

 

議長     ただ今の説明について質問、意見を求める。 

 

理事     平成３１年度は業務システムの更改が複数あったかと思うが、システム更改が同時期に

一度に重なるものなのか。回避する方法はないか。 

 

事務局    本会では、国保総合システムやオンラインシステム等、色々なシステムを持っているが、

たまたま今回は更改が重なることになった。全国で一律にスケジュールが動いており、覚

悟するしかない。現場としては頑張らせていただく。 

 

議長     他に質問、意見はないか。それでは、議案第２号から議案第２４号について承認を求め

る。 

 

一同     全員挙手 

 

議長     議案第２号議案から議案第２４号まで原案のとおり承認とする。 

 

【議案第２５号及び第２６号について】 

議長     続いて、平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会予算補正として、議案第２５号及

び議案第２６号を一括して議題とする。事務局の説明を求める。 

 

事務局    議案第２５号「愛媛県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計

（業務勘定）歳入歳出予算補正（第２次）について」は、平成３０年度後期高齢者医療制

度関係業務事業費補助金交付要綱に基づき、愛媛県より、後期高齢者医療制度関係業務事

業費補助金（レセプト電算処理システム推進事業）の交付決定通知を受けた。当該補助金

については、国保中央会へシステム負担金として拠出することとなっているが、平成３０

年度当初予算編成時においては未確定であったため、この補助金を除いた予算措置を行っ

ていたことから、予算補正を行いたい。なお、事業の具体的内容は、「後期高齢者医療審

査支払システムに係るシステム改修」である。今後の予定として、２月２２日開催の通常
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総会に上程する。 

 議案第２６号「愛媛県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳入歳出予算補正

（第３次）について」は、本会職員の定年等に関する規程第２条に基づき、平成３１年３

月３１日に定年による職員１名及び同日付の退職願提出者１名が退職することから、予算

補正を行いたい。財源は、退職手当積立金より繰り入れを行う。今後の予定としては、２

月２２日開催の通常総会に上程し、同年３月３１日に辞令及び裁定通知書の交付を行いた

い。 

 

議長     ただ今の説明について質問、意見を求める。 

 

理事     議案第２５号の説明について、参考資料の経緯では、「国保中央会へシステム負担金と

して」とされているが、事業の具体的内容では、「システム改修」となっているが、どう

いったことなのか。 

 

事務局    後期システムというものは、国保中央会が開発しており、そちらの方での拠出を全国で

負担するためである。 

 

理事     それでは、「システム改修に係る拠出金の拠出」ということになるのではないか。 

議長     今の内容については、訂正するということでよいか。 

 

事務局    訂正させていただく。 

 

議長     このほかに質問、意見はないか。それでは、議案第２５号及び議案第２６号について承

認いただける方の挙手を求める。 

 

一同     全員挙手 

 

議長     議案第２５号及び議案第２６号は原案のとおり承認とする。 

 

【議案第２７号について】 

議長     続いて、議案第２７号「平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会通常総会の日程に

ついて」を、議題とする。事務局の説明を求める。 

 

事務局    議案第２７号「平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会通常総会の日程について」、

開催日時を2019年７月２６日（金）午後１時３０分から午後３時までとし、場所、松山市

高岡町１０１－１ 愛媛県国民健康保険団体連合会 ２階第一会議室で行い、付議事項と

して平成３０年度の本会事業報告、一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定とする。 
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議長     ただ今の説明について質問、意見を求める。 

 

一同     質問なし。 

 

議長     それでは、議案第２７号について承認いただける方の挙手を求める。 

 

一同     全員挙手 

 

議長     議案第２７号について原案のとおり承認とする。 

 

【議案第２８号について】 

議長     続いて、議案第２８号「平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会通常総会提出議題

について」を、議題とする。事務局の説明を求める。 

 

事務局    議案第２８号「平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会通常総会提出議題につい

て」は、日時を、平成３１年２月２２日（金）午後１時３０分から午後３時まで、場所、

松山市高岡町１０１－１ 愛媛県国民健康保険団体連合会 ２階第一会議室で行い、提出

議案については、議案第１号から議案第２７号までとする。 

 

議長     ただ今の説明について質問及び意見を求める。 

 

一同     質問なし。 

 

議長     それでは、議案第２８号について承認いただける方の挙手を求める。 

 

一同     全員挙手 

 

議長     第２８号について原案のとおり承認とする。 

 

【議案第２９号について】 

議長     続いて、議案第２９号「平成３０年度国民健康保険事業及び介護保険事業功労被表彰者

の選定について」を、議題とする。事務局の説明を求める。 

 

事務局    議案第２９号「平成２９年度国民健康保険事業及び介護保険事業功労被表彰者の選定に

ついて」は、本会表彰規程に基づき、別冊のとおり被表彰者の推薦を受けたので、その選

定を求める。 
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 連合会表彰は、愛媛県における国民健康保険事業及び介護保険事業の推進発展に貢献し、

その功績顕著な者を表彰することを目的とし、本会理事長が行う。推薦基準は、本会表彰

規程第１号から第７号に該当する者である。今後の予定としては、通常総会において表彰

を行う予定である。 

 候補者は計２４名であり、第１号が４名、第２号が８名、第４号が６名、第６号が６名

である。 

 なお、別冊「候補者一覧」に候補者の一覧表及び推薦理由を掲載しているので、ご確認

いただければと思う。以上、ご審議を願いたい。 

 

議長     ただ今の説明について質問及び意見を求める。 

 

監事     同じ人物が、第１号と第２号で推薦されている。これは、それぞれの立場、背景が違う

ので、両方から推薦されているということになるのか。 

 

事務局    そのとおりである。 

 

議長     このほかに質問、意見はないか。それでは、議案第２９号について承認を求める。 

 

一同     全員挙手 

 

議長     議案第２９号について原案のとおり承認とする。以上で議案は全て終了する。 

 

【報告事項について】 

議長     次に、平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会予算補正関係について５件と、規程

の一部改正について１件の報告事項を事務局より一括して報告する。 

 

事務局    報告第１号「平成３０年度愛媛県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳入歳

出予算補正（第２次）について」は、国民健康保険法第８６条により準用される同法第２

５条第２項の規定に基づき、平成３０年１２月２７日付理事長専決処分により施行したの

で同条第３項の規定により報告する。 

 報告第２号「平成３０年度本会介護保険事業関係業務特別会計（介護給付費等支払勘定）

歳入歳出予算に係る予算補正の特例について」は、介護予防・日常生活支援総合事業にお

いて、給付費の増加に伴い年間支払額に不足が生じたため、平成３１年１月１６日付で予

算補正を実施した。 

 報告第３号「平成３０年度本会介護保険事業関係業務特別会計（公費負担医療に関する

報酬等支払勘定）歳入歳出予算に係る予算補正の特例について」は、公費負担医療に係る

身体障害費の支出について、平成２６年度以降実績がないため、当初予算を12,000円と見
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込んでいたが、１０月審査分から１名の利用者が発生したことにより予算不足が生じたた

め、平成３１年１月１６日付で予算補正を実施した。予算補正額は14,000円である。 

 報告第４号「平成３０年度本会特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計（特定健診・

特定保健指導等費用支払勘定）歳入歳出予算に係る予算補正の特例について」は、平成３

０年度法改正に伴い、詳細健診（心電図・眼底検査）が前年度の特定健診の結果等による

実施から、当該年度の結果等による実施へ変更された。これにより健診費用が増額され予

算不足が生じたため、平成３１年１月２２日付で予算補正を実施した。 

 報告第５号「平成３０年度本会特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計（後期高齢

者健診等費用支払勘定）歳入歳出予算に係る予算補正の特例について」は、補正理由等一

式について、報告第４号と同じである。 

 報告第６号「愛媛県国民健康保険団体連合会職員の給与に関する規程の一部改正につい

て」は、国民健康保険法第８６条により準用される同法第２５条第２項の規定に基づき、

平成３０年１２月１２日付理事長専決処分により施行したので同条第３項の規定により

報告する。 

 

議長     ただ今説明した報告事項について質問、意見を求める。 

 

一同     なし 

 

【その他について】 

議長     特にないようなので、報告事項については終了する。その他について、一括して事務局

の説明を求める。 

 

事務局    その他について次の事項を説明。 

「１ 平成３１年度愛媛県国民健康保険団体連合会収支予算書について」 

「２ 平成３１年度特定健診外付けシステム及び特定健診（健康診査）受診券等作成業務

に係る費用について」 

「３愛媛県国民健康保険団体連合会国保データベース（ＫＤＢ）システムに関する管理・

運用業務規程の一部改正について」 

「４ 療養費（柔道整復師による施術を除く）の取扱いについて」 

「５ 「風しん対策業務」について」 

「６ 国民健康保険診療報酬審査委員会規程の一部改正について」 

 

議長     ただ今説明したが、質問、意見を求める。 

 

一同     なし 
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議長     その他事務局より何かあれば説明を求める。 

 

事務局    なし 

 

議長     以上をもって全て終了するが、理事及び監事の皆様から何か意見等あるか。 

 

一同     なし 

 

議長     以上で理事会を終了とする。 

 

午後２時４５分終了 


